
特集 みんなで守る緑の環境

65歳以上の公的年金受給者で、個人住民税を納税されている方へ

第4期新城市高齢者保健福祉計画の概要

河川愛護モニター募集

平成21年度「山の湊計画」始動予算

平成21年度 区長を紹介します
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広報しんしろ 2009.5

32-0020

35-0811

24-1212

32-1026

22-2863

23-6800

22-0372

34-0021

22-2266

35-0022

32-1026

24-4026

24-1777

23-7772

23-8531

32-1515

23-4321

24-1661

32-1026

22-1151

24-1212

22-0372

22-1150

22-2861

22-2863

22-2266

24-0700

22-0026

22-2861

35-0811

32-3223

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

今月の人口
平成21年4月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比
　の合計と異動事由の集計が一致しない
　月もあります。

総人口… 51,402人（－102）

男……… 25,287人　 （－44）

女……… 26,115人　（－58）

世帯数…………16,531世帯

夜間診療所 緊 急 医

休 日 診 療 所
夜 間 診 療 所

出生……17人

死亡……51人

転入……202人

転出……271人

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

5月　3日（祝）・ 4日（祝）

　 　5日（祝）・ 6日（振休）

　　10日（日）・17日（日）

　　24日（日）・31日（日）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊急医（午後7時～午後11時）

（長篠）

( 海老 )

( 平井 )

( 大野 )

（的場）

( 富永 )

(東新町)

(下吉田)

( 富沢 )

（副川）

( 大野 )

(緑が丘)

(大野田)

( 本町 )

( 川路 )

( 大野 )

（杉山）

（本町）

( 大野 )

（中市場）

( 平井 )

(東新町)

( 栄町 )

（栄町）

（的場）

( 富沢 )

（平井）

（東新町）

（栄町）

( 海老 )

（長篠）

内科、小児科

診 療 時 間

午後8時～午後11時

（受付／午後7時30分～午後10時30分）

開　設　日

月、火、金、土曜日（祝日は除く）

休　診　日

水、木、日曜日、国民の祝日

および年末年始

開 設 場 所

新城市夜間診療所

新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

☎24-1161

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

1

24

27

金

日

水

夜

昼

夜

19 火 夜

平日／午後7時～午後11時

12 火 夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）

１
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５
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７
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９
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20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

住宅

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

新城市夜間診療所位置図

正面
玄関

身障者
駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）
全国ごみ不法投棄監視ウィーク

（～6月5日）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

体育室親子無料開放（午後）【青】

禁煙週間（～6月6日）

看護の日

夜
　
間

診
療
所

緊
急
医

外来のみですので、受診を希望される方は、

電話で容態を事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。

医師の都合により、診療時間の変更また

は休診することがあります。

暮らしのカレンダー
【文】文化会館　　【青】青年の家　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　【資】歴史資料館　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　【開】作手開発センター

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

世界禁煙デー

不正大麻・けし撲滅運動
（～6月30日）

憲法記念日

みどりの日

看護週間（～16日）

情報通信月間（～6月15日）

春の行政相談週間（～25日）

国際生物多様性の日

こどもの日�

児童福祉週間（～11日）

荻野医院

宮本病院

内山医院

ほうらいクリニック

中村医院

くまがい医院

西新町内科整形外科外科医院

織田医院

茶臼山厚生病院

静巌堂医院

ほうらいクリニック

緑が丘診療所

あいきょうクリニック

おさだファミリークリニック

しんしろフィットクリニック

星野病院

ちさと医院

中根医院

ほうらいクリニック

のだクリニック

内山医院

西新町内科整形外科外科医院

今泉病院

高木内科医院

中村医院

茶臼山厚生病院

米田内科

むらまつ内科

高木内科医院

宮本病院

ながしのクリニック
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花
粉
症
で
悪
者
に
さ
れ
が
ち
な

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
で
す
が
、
生
活
に

必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
、
こ

れ
ら
の
木
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
々
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
木
で
す
。

　
し
か
し
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
森

は
原
生
林
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人

が
木
を
利
用
す
る
た
め
に
作
り
上

げ
て
き
た
森
で
す
。
人
が
作
っ
た

森
は
、
人
が
管
理
し
な
け
れ
ば
、

維
持
で
き
ま
せ
ん
。

　
間
伐
さ
れ
て
い
な
い
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
森
は
、
日
の
光
が
届
か
な

い
た
め
下
草
が
生
え
ま
せ
ん
。
下

草
が
生
え
な
い
森
は
、
緑
の
ダ
ム

と
し
て
の
機
能
が
十
分
発
揮
で
な

い
た
め
洪
水
を
起
し
や
す
く
、
大

雨
の
と
き
は
崩
れ
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
過
密
に
よ
り
生
育
不

十
分
の
木
は
、
雨
、
風
で
倒
木
と

な
り
、
電
線
の
切
断
や
洪
水
の
誘

発
な
ど
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

長い間、山で働く人たちによって森は管理されてきました。
しかし、林業の不振などから、管理が行き届かない森が増え、森林が本来持っている国土

保全、水源かん養、災害防止などの大事な役割が十分果たせなくなってきています。

自然災害を防ぐ緑の森が悲鳴をあげています

美
し
い
自
然
を
残
す
た
め
に
は

人
の
手
が
必
要

森
が
荒
れ
て
い
る
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舟着山森林愛護塩沢組合

舟 着 山

豊　　　川

← 林道舟着山線

団地化第一次計画（22ha）
　　終了

団地化第二次計画（78ha）
　　進行中

団地化第三次計画（100ha）
　　予定

計画図

県道
富岡大海線

作業道塩沢線
（開設予定）

←県道
豊橋鳳来線

事務局長

　森野頼之さん（塩沢区）

特集「みんなで守る緑の環境」4～5ページは市民編集委員による取材編集です。

市
民
編
集
委
員

取
材
を
終
え
て
…

　
「
馬
鹿
げ
た
計
画
」
と
最
初
は
周
囲
に

思
わ
れ
た
。
舟
着
山
北
面
約
200
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
山
主
は
300
人
を
超
え
、
そ
の
内
の
約

4
割
は
区
域
外
の
方
。
そ
の
山
を
集
約
化

し
て
、
効
率
的
に
整
備
し
よ
う
と
い
う
計

画
だ
。
一
筆
一
筆
の
境
界
確
認
や
、
山
主

か
ら
の
同
意
書
集
め
な
ど
、
途
方
も
な
い

労
力
を
要
す
る
。
森
林
整
備
に
お
け
る
一

番
の
難
作
業
と
い
っ
て
も
い
い
。
し
か
し
、

地
域
の
方
々
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
平
成
19

年
、
第
1
次
計
画
は
無
事
成
し
遂
げ
ら
れ

た
。

　
住
民
が
動
け
ば
、
行
政
も
動
く
。
官
民

協
働
に
よ
る
こ
の
新
た
な
森
林
整
備
の
試

み
は
、
全
国
か
ら
の
注
目
を
集
め
る
。
将

来
的
に
は
、
北
面
だ
け
で
な
く
舟
着
山
全

体
の
整
備
を
夢
み
る
が
、
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
、
塩
沢
区
が
実
績
を
残
し
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
な
る
こ
と
が
重
要
。
計
画
の
進
捗

率
は
、
ま
だ
10
%
程
度
。
こ
の
先
、
気
の

遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
も
待
ち
受
け
る
が
、

組
合
員
の
熱
意
は
衰
え
な
い
。

　
豊
川
の
流
域
住
民
と
研
究
者
と

が
連
携
し
て
、
流
域
の
水
源
で
あ

る
上
流
域
の
人
工
林
の
現
況
調
査
を
、

平
成
18
年
度
か
ら
東
三
河
各
地
で

実
施
。
森
の
植
生
や
土
壌
の
調
査

を
自
然
観
察
感
覚
で
行
い
な
が
ら

も
、
そ
こ
で
集
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、

今
後
の
森
林
整
備
の
重
要
な
指
標

と
な
っ
て
い
る
。
第
1
回
目
は
、

新
城
市
内
の
人
工
林
20
地
点
を
対

象
に
行
っ
た
が
、
約
7
〜
8
割
の

森
林
が
、
公
益
的
機
能
を
発
揮
す

る
上
で
整
備
が
遅
れ
て
い
る
、
と

の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
を
基
に
、
正
し
い
森

林
整
備
方
針
の
立
案
が
で
き
る
人

材
育
成
を
目
的
と
し
た
「
森
の
デ

ザ
イ
ン
講
座
」
（
東
三
河
流
域
森
林
・

林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
主
催
）
や
、

小
規
模
・
素
人
山
主
を
支
援
す
る

た
め
の
勉
強
会
（
と
よ
が
わ
森
林

探
偵
事
務
所
主
催
）
な
ど
、
森
林

整
備
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の

各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
北
設
で
教
員
を
40
年
し
て
お
り
、

し
ば
ら
く
地
元
を
離
れ
て
い
ま
し
た
。

退
職
後
、
縁
あ
っ
て
区
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
、
塩
沢
区
の

農
業
集
落
排
水
事
業
に
携
わ
り
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
き
れ
い
な
水
が
豊
川

に
流
せ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
か
ら
、

山
か
ら
も
き
れ
い
な
水
を
流
さ
な
く

て
は
、
と
今
回
の
事
業
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
使
命
感
と
か
責
任
と
か
、
そ
う
い

う
肩
肘
張
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
な

ん
と
い
う
か
「
や
ら
に
ゃ
お
れ
ん
」

の
で
す
。
こ
れ
は
私
だ
け
で
な
く
、

役
員
も
み
な
同
じ
気
持
ち
。
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
の
た
め
に
、
地
域
の
方
々

に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
何
か
役

立
ち
た
い
、
そ
ん
な
想
い
が
活
動
の

原
点
で
す
。
暗
ぼ
っ
た
か
っ
た
山
に

手
が
入
り
、
光
が
降
り
そ
そ
が
れ
る

の
を
見
る
と
、
何
と
も
言
え
ん
充
実

感
と
喜
び
が
沸
い
て
き
ま
す
。
そ
れ

が
私
た
ち
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

豊
川
森
の
健
康
診
断

流
域
住
民
が
守
る
！

「
や
ら
に
ゃ
お
れ
ん
」

　
　
　
　
仲
間
と
と
も
に

設　　立　平成19年2月

会　　員　役員21人　

　　　　　森林所有者241人（第一・二次計画対象者）

活動内容　①側溝の土砂除去及び草刈

　　　　　②森林施業の団地化（集約化）促進

　　　　　③新たな作業道の開設・管理

代 表 者　鈴木真澄

連 絡 先　森野頼之

　　　　　電話23-0249

NPO法人森林真剣隊

田實健一さん（大野田区）

　
「
荒
廃
し
た
森
林
を
救
う
の
は
誰
か
？
」

樹
種
や
そ
の
特
性
、
足
袋
の
履
き
方
か
ら

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
扱
い
方
ま
で
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
教
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
な
ど
、
こ

の
地
域
に
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。

　
そ
ん
な
森
林
管
理
の
担
い
手
を
育
成
し

て
く
れ
る
の
が
、
N
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林
真
剣

隊
だ
。

　
普
通
、
前
例
も
無
い
組
織
を
、
し
か
も

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
立
ち
上
げ
る
の
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
森
林
真
剣

隊
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
十
分
な
実
績
と
経

験
が
あ
っ
た
。

　
12
年
前
に
始
ま
っ
た
門
谷
地
区
の
森
林

整
備
事
業
か
ら
老
若
男
女
が
森
に
集
い
、

学
び
、
知
る
機
会
を
提
供
し
続
け
て
来
た
。

そ
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
基
と
な
り
、
「
だ

れ
で
も
参
加
で
き
る
森
づ
く
り
活
動
」
と

「
林
業
セ
ミ
プ
ロ
養
成
」
の
大
き
な
二
本

の
活
動
の
柱
を
持
つ
N
Ｐ
Ｏ
法
人
が
誕
生

し
た
。

「
森
を
知
り
」
「
林
業
を
知
り
」
「
木
を

知
る
」
こ
れ
が
森
林
管
理
へ
の
第
一
歩

だ
。

　
も
と
も
と
バ
イ
ク
で
林
道
を
走
っ

た
り
、
自
然
や
森
林
に
興
味
が
あ
り
、

仕
事
を
す
る
な
ら
林
業
に
就
こ
う
と

思
い
新
城
に
来
ま
し
た
。
し
っ
か
り

と
し
た
林
業
の
知
識
や
基
礎
を
身
に

つ
け
る
間
も
な
く
現
代
林
業
の
世
界

に
飛
び
込
み
、
不
安
を
抱
き
だ
し
た
頃
、

森
林
真
剣
隊
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。

入
隊
後
そ
れ
ま
で
習
得
で
き
な
か
っ

た
技
術
や
知
識
を
教
え
て
も
ら
い
、

現
在
、
他
の
隊
員
（
上
司
）
と
一
緒

に
伐
採
な
ど
を
行
う
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　
日
本
自
然
保
護
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
）

の
自
然
観
察
指
導
員
に
も
な
っ
て
い

る
の
で
、
森
林
真
剣
隊
を
通
じ
て
環

境
や
循
環
型
社
会
で
の
森
林
の
役
割
、

機
能
な
ど
も
多
く
の
人
に
伝
え
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
免
許
も
取
得

し
て
、
低
迷
し
た
林
業
を
違
っ
た
角

度
で
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
隊
員
と
も

ど
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
森
を
守
ろ
う
」
と
い
う
概
念
的

な
フ
レ
ー
ズ
は
、
よ
く
耳
に
す
る
。

け
れ
ど
い
っ
た
い
何
を
ど
う
や

っ
て
。

　
今
回
、
額
に
汗
し
な
が
ら
具

体
的
に
行
動
す
る
人
々
の
姿
を

目
に
し
て
、
自
分
に
も
で
き
る

こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

　
ま
ず
は
今
度
の
週
末
、
山
を

歩
い
て
み
よ
う
。

多
く
の
人
に

　
　
　
伝
え
て
い
き
た
い

設　　立   平成17年7月

会　　員   約30人

活動内容   ①里山整備・グリーンツーリズム

　　　　　②林業セミプロ養成

　　　　　③その他

代 表 者    小笠原喜好

連 絡 先    山下修市

　　　　　電話35-1033　

主
催

　
豊
川
森
の
健
康
診
断
実
行
委
員
会

事
務
局

　
（社）
奥
三
河
ビ
ジ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
（
担
当
　
高
橋
啓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
�
23
‐
2
5
5
4

←

ほ
ん
き
ゅ
う

か

た

ひ

じ

は

よりゆき

ふなつけさん

た じつ

き よし
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な
ぜ
導
入
さ
れ
た
の
で
す
か

　
　
　
森
と
緑
を
県
民
共
有
の
財
産
と
明

　
　
確
に
位
置
づ
け
、
「
森
林
」
「
里
山

　
　
林
」
「
都
市
の
緑
」
を
一
体
的
に
整

　
　
備
、
保
全
し
、
「
山
か
ら
街
ま
で
緑

　
　
豊
か
な
愛
知
」
を
実
現
す
る
た
め
の

　
　
施
策
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た

　
　
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
導
入
す
る
こ

　
　
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
誰
に
課
税
さ
れ
る
の
で
す
か

　
　
　
１
月
１
日
現
在
で
県
内
に
住
所
が

　
　
あ
り
、
県
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ

　
　
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
所
得
が

　
　
一
定
額
を
下
回
る
方
な
ど
、
県
民
税

　
　
均
等
割
が
課
税
さ
れ
な
い
方
は
対
象

　
　
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
ま
た
、
県
内
に
事
務
所
を
有
す
る

　
　
法
人
も
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
い
く
ら
納
め
る
の
で
す
か

　
　
　
個
人
の
方
は
、
年
額
500
円
を
現
行

　
　
の
個
人
県
民
税
均
等
割
額
年
１

,
０

　
　
０
０
円
に
加
算
し
て
納
め
て
い
た
だ

　
　
き
ま
す
。
現
行
で
は
、
住
民
税
の
内
、

　
　
県
民
税
均
等
割
1
,

０
０
０
円
、
市

　
　
民
税
均
等
割
３,
０
０
０
円
の
合
計
４,

　
　
０
０
０
円
で
す
が
、
平
成
21
年
度
か

　
　
ら
は
、
県
民
税
均
等
割
が
１

,
５
０

　
　
０
円
、
市
民
税
均
等
割
が
３
,

０
０

　
　
０
円
の
合
計
４

,
５
０
０
円
に
な
り

　
　
ま
す
。

　
　
　
法
人
の
方
は
、
現
行
の
均
等
割
の

　
　
５
パ
ー
セ
ン
ト
（
年
額
１

,
０
０
０

　
　
円
か
ら
４
０

,
０
０
０
円
）
が
新
た

　
　
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
　
ど
う
や
っ
て
納
め
る
の
で
す
か

　
　
　
個
人
の
方
は
、
現
行
の
県
民
税
均

　
　
等
割
１

,
０
０
０
円
に
500
円
を
加
え

　
　
て
、
市
に
対
し
て
住
民
税
と
し
て
納

　
　
税
し
ま
す
。
県
へ
は
市
を
通
し
て
払

　
　
い
込
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
法
人
の
方
は
、
現
行
の
県
民
税
均

　
　
等
割
に
加
え
て
、
県
に
対
し
て
申
告

　
　
納
付
し
ま
す
。

　
　
適
用
期
日
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　
　
個
人
の
場
合
は
平
成
21
年
度
分
県

　
　
民
税
か
ら
、
法
人
の
場
合
は
、
平
成

　
　
21
年
４
月
１
日
以
後
に
開
始
す
る
事

　
　
業
年
度
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
税
の
均
等
割
の
一
部
と
し
て
、
個

人
は
年
間
500
円
、
法
人
は
均
等
割
の
５
パ

ー
セ
ン
ト
を
、
従
来
の
住
民
税
に
加
え
て

徴
収
し
ま
す
。

　
徴
収
さ
れ
た
税
金
は
、
愛
知
県
を
通
し
、

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
基
金
に
積
み
立
て

ら
れ
、
森
と
緑
づ
く
り
事
業
へ
と
使
わ
れ

ま
す
。

　
課
税
期
間
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
５
年

間
。
最
終
年
度
を
目
処
に
延
長
継
続
の
必

要
性
を
検
討
し
ま
す
。

奥
地
の
森
林（
人
工
林
）の
整
備

・
林
道
な
ど
か
ら
遠
く
離
れ
た
森
林
（
概

　
ね
300
メ
ー
ト
ル
以
上
）

公
道
・
河
川
沿
い
の
森
林（
人
工
林
）の
整
備

・
公
道
沿
い
ま
た
は
河
川
沿
い
で
作
業
性

　
の
悪
い
森
林（
概
ね
100
メ
ー
ト
ル
以
内
）

対
象
と
な
る
人
工
林

・
16
年
か
ら
60
年
生
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の

　
人
工
林

・
県
有
林
お
よ
び
市
有
林
以
外

・
保
安
林
以
外

　
近
年
、
森
林
へ
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
、

こ
れ
ま
で
の
国
土
保
全
、
水
源
地
の
か

ん
養
、
木
材
そ
の
他
の
林
産
物
の
生
産

と
い
っ
た
機
能
に
加
え
、
自
然
環
境
の

保
全
、
公
衆
の
保
健
休
養
、
さ
ら
に
は

地
球
温
暖
化
防
止
の
機
能
な
ど
ま
す
ま

す
多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
産
業
と
し
て
の
採
算
性
の

低
下
な
ど
に
よ
る
森
林
の
荒
廃
な
ど
が
、

地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
新
城
市
を

含
む
新
城
北
設
地
域
で
は
、
森
林
所
有

者
や
林
業
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
森
づ
く
り
に
真
剣
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
、
新
城
北
設

地
域
の
関
係
市
町
村
（
新
城
市
、
設
楽

町
、
東
栄
町
、
豊
根
村
）
の
取
り
組
み

と
し
て
、
４
市
町
村
同
じ
内
容
の
森
づ

く
り
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

※
条
例
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
、
ま
た
は
鳳
来
総
合
支
所
森
林
政

　
策
課
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
　
森
林
政
策
課

　
　
�
32
‐
1
9
7
5

　
通
常
よ
り
強
め
の
間
伐
を
行
い
、
そ
れ

に
よ
る
自
然
植
生
の
導
入
を
図
り
、
洪
水

や
山
崩
れ
な
ど
の
災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
そ
の
他
必
要
に
応
じ
、
作
業
の
安
全
性
、

効
率
性
が
向
上
す
る
場
合
な
ど
に
、
伐
倒

し
た
材
の
林
内
整
理
、
作
業
を
行
う
た
め

の
作
業
道
や
作
業
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
、
搬

出
、
集
積
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
人
や
い
ろ
い
ろ
な
生
物
が
気
持
ち
よ
く

生
き
て
い
け
る
森
、
そ
ん
な
森
づ
く
り
の

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
い
く

時
代
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
の
概
要

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り

税
の
し
く
み
（
図
解
）

あ
い
ち
森
と
緑

づ
く
り
基
金

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税

（特別徴収義務者）

個人や企業等からの寄付

県内に住所などが
ある方で県民税均
等割りをご負担
いただく方

県内に事務所などを
有する法人

事業
実施 積立

（給与所得者）

事
業
の
対
象

・
新
城
地
域
に
お
い
て
190
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
の
森
林
整
備
（
間
伐
）
を
実
施
予
定
。

問
い
合
わ
せ

　
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所

　
新
城
林
務
課
　
林
政
・
普
及
指
導
・

　
緑
化
グ
ル
ー
プ

　
�
23
‐
２
１
１
１
（
代
表
）

　
　
内
線
2
4
3

21
年
度
計
画

新
城
市
森
づ
く
り
基
本
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た

事
業
の
内
容

・
森
林
整
備
事
業

　
奥
地
や
公
道
・
河
川
沿
い
な
ど
の
作
業

　
性
の
悪
い
人
工
林
の
間
伐
を
行
い
、
自

　
然
植
生
豊
か
な
公
益
的
機
能
を
発
揮
す

　
る
森
林
に
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

・
里
山
林
整
備
事
業

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
里
山
林
の
保
全
活

　
用
を
後
押
し
し
、
さ
ら
に
豊
か
で
身
近

　
な
自
然
を
つ
く
り
ま
す
。

・
都
市
緑
化
事
業

　
都
市
の
緑
の
保
全
と
創
出
の
促
進
を
図

　
る
た
め
、
市
町
村
な
ど
が
行
う
取
り
組

　
み
を
支
援
し
ま
す
。

税
の
使
い
道

123

45

あいち森と緑づくり事業予算 あいち森と緑づくり税のしくみ

年額500円
個人

（事業所得者等）
個人

均等割額の
5%相当額法　人

雇用主

市町村

その他の
取り組み

里山林
整備

都市
緑化

あいち
森と緑づくり事業

年間　約22億円

森林
整備

愛知県

お
お
む

●問
■鳳
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市
民
病
院

臨
時
職
員
募
集

　
平
成
21

年
10

月
か
ら
、
公
的
年

金
に
係
る
所
得
に
対
す
る
個
人
住
民

税
の
支
払
い
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　
公
的
年
金
受
給
者
で
、
個
人
住
民

税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、
現
在
、

市
役
所
、
銀
行
な
ど
の
窓
口
や
口
座

振
替
で
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
制
度
導
入
に
よ
り
、
個
人
住
民
税

が
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　
平
成
21

年
４
月
１
日
現
在
、
年

齢
が
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

で
、
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ

る
方
で
、
か
つ
年
額
18

万
円
以
上

の
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、

退
職
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方

で
す
。

対
象
と
な
る
税
額

　
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業
年

金
な
ど
を
含
む
全
て
の
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
所
得
額
に
応
じ
た
税
額
が

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
税
額
は
、
老
齢
基

礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年

金
な
ど
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

さ
れ
ま
す
。

実
施
時
期

　
平
成
21

年
10

月
支
給
分
の
年
金

か
ら
。

　
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
で
は
、
受
給
者
が
支

払
う
べ
き
個
人
住
民
税
を
社
会
保
険

庁
な
ど
の
「
年
金
保
険
者
」
が
市
へ

直
接
納
め
、
受
給
者
に
は
、
年
金
か

ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
い
た
差
額

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
税
の
た
め
に
、
金
融
機
関
へ
出
向

い
た
り
、
現
金
を
用
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
制
度
は
、
個
人
住
民
税
の
支

払
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
新
た
な
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
の

開
始
は
、
平
成
21

年
10

月
支
給
分

の
年
金
か
ら
で
す
の
で
、
平
成

21

年
度
の
税
額
の
半
分
に
つ
い
て
は
、

平
成
21

年
６
月
お
よ
び
８
月
に
普

通
徴
収
（
納
税
通
知
書
に
よ
り
支
払

う
方
法
）
に
よ
り
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
所
得
以
外
の
所
得
に

係
る
個
人
住
民
税
お
よ
び
対
象
と
な

ら
な
い
方
の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
の
方
法
に
よ
り
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
あ
る
質
問
と
解
答

Ｑ
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
普
通
徴

　
収
の
選
択
は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。
法
令
で
対

　
象
と
な
る
方
は
全
員
年
金
か
ら
の

　
特
別
徴
収
（
天
引
き
）に
な
り
ま
す
。

Ｑ
他
の
市
へ
転
出
し
た
場
合
も
年
金

　
か
ら
の
特
別
徴
収
の
ま
ま
で
す
か
。

Ａ
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
場
合
は
、

　
年
金
天
引
き
は
中
止
さ
れ
、
残
額

　
は
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
転
出
以
外
で
年
金
天
引
き
が
中
止

　
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
公
的
年
金
等
相
当
分
の
年
税
額
に

　
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
、
介
護
保

　
険
特
別
徴
収
の
対
象
者
で
な
く
な

　
っ
た
場
合
な
ど
は
、
年
金
天
引
き

　
が
中
止
さ
れ
ま
す
。
残
額
は
普
通

　
徴
収
に
な
り
ま
す
。

税
務
課
　
　
　
☎
23
‐
7
6
1
5

新
城
市
民
病
院

経
営
管
理
部
　
総
務
課

☎
23
‐
7
8
5
2

市
民
福
祉
課
　
☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課
　
☎
37
‐
2
2
7
9

職
種

　
看
護
助
手

募
集
人
員

　
若
干
名

受
験
資
格

　
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格

　
を
有
す
る
人

　
年
齢
不
問

勤
務
形
態

　
臨
時
職
員

　
勤
務
時
間
は
１
日
７
時
間
30

　
分
（
早
番
、
遅
番
あ
り
）

賃
金

　
950
円

受
付
期
限
　

　
５
月
15
日

（金）

提
出
書
類

　
履
歴
書
・
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

　
上
の
資
格
を
証
明
す
る
も
の

試
験
日

　
受
付
期
限
以
降
、
随
時
実
施

　
し
ま
す

試
験
内
容

　
面
接

ま
か
な

●問

●問

■本■鳳■作
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市の大切なお知らせをお届けします

　
市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
23
年

度
ま
で
の
高
齢
者
福
祉
や
介
護
保
険

事
業
の
方
向
性
や
見
込
み
を
示
す
「
第

４
期
新
城
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
（
計
画
書

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
介
護
高
齢
課

の
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）
こ

の
計
画
は
、
法
律
に
よ
り
作
成
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
老
人
福
祉
計

画
」
と
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

一
体
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
３
年

ご
と
に
見
直
さ
れ
る
計
画
で
す
。

　
昨
年
、
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
が
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
は
、

総
合
計
画
の
下
部
計
画
と
し
て
具
体

的
な
内
容
を
示
す
も
の
で
す
。

　
合
併
直
後
に
策
定
さ
れ
た
第
３
期

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
計
画
期
間

　
平
成
18
年
度
〜
20
年
度
）
で
掲
げ

た
３
つ
の
基
本
理
念
を
継
承
し
、
「
高

齢
者
が
元
気
で
社
会
参
加
で
き
る
ま

ち
」
「
高
齢
者
の
自
立
と
自
己
決
定

を
尊
重
す
る
ま
ち
」
「
地
域
の
支
え

合
い
と
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し
た
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て
高
齢
者
福
祉
事
業
と
介

護
保
険
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　将
来
予
測

　
新
城
市
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
20

年
10
月
現
在
で

２６．７
%
、
こ
の
ま
ま
推

移
す
る
と
平
成
23
年
頃
に
は
29
%
、

平
成
25
年
頃
に
は
30
%
を
超
え
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険

の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て

み
え
る
方
は
、
20
年
10
月
現
在
２，

２
５
２
人
で
、
平
成
23
年
頃
に
は
、

２，
５
０
０
人
を
超
え
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

　課
題

　
毎
年
報
道
で
日
本
の
平
均
寿
命
が

伸
び
て
い
る
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま

す
が
、
「
健
康
寿
命
」
と
言
う
言
葉

も
最
近
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
元
気
で
活

動
的
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
期
間

の
長
さ
を
言
い
ま
す
。

　
古
い
統
計
で
す
が
、
世
界
保
健
報

告
２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
の
日

本
の
平
均
寿
命
（
男
女
平
均
）
は
、

８１．９
歳
、
健
康
寿
命

７５．０
歳
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
差
は
、

６．９
年
で
、
こ
の

期
間
が
介
護
や
看
護
が
必
要
な
期
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
単
に
寿
命
の
延
伸
だ
け
で
な
く
、

こ
の
健
康
寿
命
を
い
か
に
延
ば
す
か

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
健
康
の
保

持
、
生
活
習
慣
病
や
運
動
機
能
低
下

の
予
防
が
大
き
な
鍵
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
増
え
る
要
介
護
・
要
支
援

者
に
対
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　施
策
の
柱

健
康
の
保
持
・
増
進
へ
の
支
援

　
広
報
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
な
ど
で
健
康
に
つ
い
て
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
健

診
結
果
な
ど
を
も
と
に
介
護
、
疾
病

の
予
防
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
に
対
す
る
知
識
の
普

及
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て

い
た
だ
け
る
人
材
の
養
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

社
会
参
加
の
促
進

　
高
齢
者
が
蓄
え
て
き
た
豊
富
な
知

識
と
経
験
を
地
域
社
会
に
活
か
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
ま
た
、
自
身
の
生
き
が
い
に
も

な
り
ま
す
。
高
齢
者
が
社
会
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

特
定
高
齢
者
な
ど
へ
の
支
援

　
介
護
予
防
健
診
結
果
な
ど
を
も
と

に
運
動
機
能
な
ど
が
低
下
し
て
い
る

高
齢
者
に
各
種
の
介
護
予
防
事
業
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
内
六
カ
所

に
設
置
し
て
あ
る
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

要
支
援
・
要
介
護
者
へ
の
支
援

　
よ
り
よ
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
に
事
業
者
監
査
・
指
導
、

研
修
会
の
実
施
、
第
三
者
評
価
の
導

入
な
ど
を
通
じ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
権
利
擁

護
事
業
な
ど
を
結
び
つ
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と

生
活
基
盤
の
整
備

　
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
運
営
事

業
者
の
募
集
な
ど
に
よ
り
認
知
症
高

齢
者
の
介
護
体
制
の
整
備
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

体
制
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
市
民
、
福
祉
団
体
、
事
業
者
、
医

療
機
関
、
行
機
機
関
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
「
多

様
な
公
共
の
担
い
手
」
と
し
て
、
一

層
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

虐
待
防
止
を
は
じ
め
、
重
点
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

介
護
高
齢
課
　
☎
23
‐
7
6
8
8

●問
■本
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介
護
保
険
費
用
と
保
険
料

　
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
（
65

歳
以
上
の
方
）
の
保
険
料
基
準
額
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
要
す
る
費
用

の
見
込
額
か
ら
設
定
し
ま
す
。

　
第
４
期
事
業
期
間
（
平
成
21
年
度

か
ら
23
年
度
ま
で
）
の
保
険
料
基
準

額
を
算
定
す
る
に
あ
た
り
、
厳
し
い

経
済
見
通
し
な
ど
を
考
慮
し
、
保
険

料
を
最
大
限
抑
制
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
可
能
な

限
り
取
り
崩
す
と
と
も
に
、
臨
時
特

例
措
置
と
し
て
国
か
ら
市
に
交
付
さ

れ
る
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
交
付
金
で
保
険
料
を
抑
制
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
３
期
事
業
期
間
で
実
施

し
た
平
成
16
・
17
年
度
税
制
改
正
に

伴
う
激
変
緩
和
措
置
が
平
成
20
年
度

で
終
了
し
ま
し
た
。

　
第
４
期
事
業
期
間
に
お
け
る
保
険

料
段
階
や
保
険
料
率
を
検
討
し
た
結

果
、
新
た
な
軽
減
措
置
や
保
険
料
段

階
の
多
段
階
化
を
実
施
し
た
場
合
、

本
市
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
保
険

料
基
準
額
の
大
幅
な
上
昇
を
招
く
こ

と
と
な
る
た
め
、
保
険
料
基
準
額
の

上
昇
を
回
避
で
き
る
標
準
料
率
を
採

用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
結
果
、
本
市
の
保
険
料
基

準
額
は
、
第
３
期
事
業
期
間
と
同
じ

４
２
，

７
２
０
円
（
月
額
３
，

５
６
０

円
）
と
し
ま
す
。（
10
円
未
満
切
捨
て
）

国の負担

県の負担

市の負担

社会保険診療報酬支払基金交付金（第２号被保険者負担分）

第１号被保険者（65歳以上の方）負担分

新城市介護給付費準備基金積立金の取崩

国の「介護従事者処遇改善臨時特例交付金」により負担額を軽減できる分

差し引き、平成21～23年度の３年間分の第１号被保険者保険料必要額

65歳以上の方の一人当たり平均保険料月額（保険料基準額）

生活保護受給者・市民税世帯非課税で
かつ老齢福祉年金受給者の方

市民税世帯非課税・課税年金収入額と
合計所得金額の合計額が80万円以下の方

市民税世帯非課税で第2段階に該当しない方

本人が市民税非課税
（世帯内に住民税が課税されている方がみえる方）

市民税本人課税の方のうち、被保険者本人の
合計所得金額が200万円未満の方

市民税本人課税の方のうち、被保険者本人の
合計所得金額が200万円以上の方

総事業費 （介護サービス提供、介護予防健診、ミニデイサービスなどの費用） 11,141,067

2,630,131

1,676,961

1,404,246

3,295,872

2,133,857

▲183,184

▲27,445

1,923,228

3,560円

※ 「第２号被保険者」とは、40歳以上65歳未満の医療保険加入者を言います。
※ 「介護従事者処遇改善臨時特例交付金」とは、介護従事者の給与等処遇を改善するために介護報酬を引き上げた
　ことに伴い、上昇する保険料を抑制するため国が保険者へ支払う交付金です

負
担
割
合

区　　　　　　　　　　分� 　　　　　　　　　　　　 3年間合計

保険料段階� 　　　　　対　象　者　の　基　準� 　　　　　　　 保険料率　　 保険料月額

介護保険事業の費用見込額とその分担（平成21年度～23年度）※11ページの図参照

第１号被保険者の所得段階別の保険料（平成21年度～23年度）

（千円）

第 1 段 階

第 ２ 段 階

第 ３ 段 階

第 ４ 段 階

第 ５ 段 階

第 ６ 段 階

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

　基　準　額 

基準額×1.25

基準額×1.5

1,780円

1,780円

2,670円

3,560円

4,450円

5,340円
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抑
制

抑
制

抑
制

1/2

1/2

→

→

→

→

市の大切なお知らせをお届けします

介護報酬アップ分

前ページの保険料の説明図を図にすると次のようになります。新城市は、一番下の図のように介護保険料を設定します。

新城市に当てはめる

市民にわかりやすい�
仕組みへ

介護給付費�
準備基金の�
取崩による�

抑制

介護給付費�
準備基金の�
取崩による�

抑制

←交付金がない場合の保険料額�
　（第4期の保険料水準）

交付金がない場合の保険料額�

第4期の本来の保険料水準�
（交付金がない場合の保険料額）

第4期の実質の保険料水準�
（第3期保険料水準の据置）

← 第4期の保険料水準

← 第3期の保険料水準

←基金取崩をしない場合の保険料額�
　第4期事業費に対する水準

←基金取崩をしない場合の保険料額�
　第4期事業費に対する水準

H18～20年度と同じ
保険料基準額

保険料上昇
自然増

← 第3期の保険料水準

国の交付金

国の交付金

国の交付金

被保険者負担

被保険者負担

H21.4 H22.4 H23.4 H24.4

H21.4 H22.4 H23.4 H24.4

H21.4 H22.4 H23.4 H24.4

3,950円

3,950円

3,611円

3,611円

3,560円

3,560円

3,508円

H23年度

H22年度

H21年度

H21～23年度

保険料

保険料

←

←

介護サービスに従事する方の給与など
待遇を改善するために介護報酬が引き
上げられました。この引き上げに伴い
上昇する介護保険料の約1/2を国が負
担します。

新城市の募金（貯金）で介護保険料を
引き下げます。（月額339円）

新城市では、国の交付金を3年間に分
けて、介護保険料を抑制します。

介護保険料が段階的に上がることを
避けて、3年間同一水準にします。

介護保険料が段階的に引き上
げられる仕組み

新城市の介護保険料
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愛
知
県
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医

療
制
度
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康

の
保
持
・
増
進
を
目
的
に
、
次
の
協

定
保
養
所
を
宿
泊
利
用
す
る
場
合
、

一
人
一
泊
に
つ
き
１
，

０
０
０
円
を

助
成
し
ま
す
。
（
６
月
１
日
か
ら
利

用
で
き
ま
す
。
年
度
内
に
４
回
ま
で
）

ご
利
用
方
法

　
利
用
さ
れ
る
協
定
保
養
所
に
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に

「
愛
知
県
長
寿
医
療
制
度
被
保
険

者
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
宿
泊
日
当
日
は
、
保
養
所
の
フ

ロ
ン
ト
に
長
寿
医
療
の
保
険
証
を
提

示
し
、
利
用
カ
ー
ド
を
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
精
算
時
に
、
通
常
料
金

に
対
し
１
，

０
０
０
円
を
助
成
し
ま

す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
愛
護
と

流
域
住
民
と
の
連
携
強
化
を
進
め
る

た
め
、
河
川
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

　
河
川
愛
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

　
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
河
川
を
観
察

　
し
、
毎
月
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま

　
す
。

活
動
範
囲

　
新
城
市
と
豊
川
市
の
境
か
ら
新
城

　
橋
ま
で
の
豊
川

応
募
資
格

　
活
動
範
囲
近
隣
に
お
住
ま
い
の
年

　
齢
20
歳
以
上
で
、
川
に
接
す
る
機

　
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
が

　
あ
る
人

任
期

　
７
月
１
日
〜
平
成
22
年
3
月
31
日

※
平
成
22
年
６
月
30
日
ま
で
延
長
す

　
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

謝
礼

　
月
額
４，
０
０
０
円
（
予
定
）

募
集
締
切

　
５
月
29
日

（金）
必
着

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
を
請
求
し
、
お
申
し
込

　
み
い
た
だ
く
か
、
豊
橋
河
川
事
務

　
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　
国
土
交
通
省

　
豊
橋
河
川
事
務
所
管
理
課

　
〒
４
４
１
‐
８
１
４
９

　
豊
橋
市
中
野
町
字
平
西
１
‐
６

　
☎
０
５
３
２
‐
４８
‐
８
１
０
５

　h
ttp

://w
w

w
.cb

r.m
lit.g

o.jp
/toy

o
　h

ash
i/

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課

☎
0
5
2
‐
955
‐
1
2
0
5

国
土
交
通
省
　
豊
橋
河
川
事
務
所
管
理
課

☎
0
5
3
2
‐
48
‐
8
1
0
5

犬山市

桑名市

東浦町

田原市

蒲郡市

豊田市

レイクサイド入鹿

名古屋市休養温泉ホーム松ヶ島

あいち健康プラザ

シーサイド伊良湖

サンヒルズ三河湾

豊田市　百年草

0568‐67‐3811

0594‐42‐3330

0562‐82‐0235

0531‐35‐1151

0533‐68‐4696

0565‐62‐0100

場　所�　協 定 保 養 所 名 � 　電　　話

総
務
課
　
☎
23
‐
7
6
1
1

【
定
額
給
付
金
】

【
子
育
て
応
援
特
別
手
当
】

児
童
課
　
☎
23
‐
7
6
2
2

　
4
月
上
旬
に
世
帯
主
へ
申
請

書
類
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付

書
類
と
と
も
に
同
封
の
返
信
用

封
筒
（
切
手
不
要
）
に
入
れ
、

郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
期
限

　
平
成
21
年
10
月
6
日

（火）

　
当
日
消
印
有
効

受
取
方
法
　

　
申
請
後
、
お
お
む
ね
3
週
間

　
か
ら
1
ヵ
月
く
ら
い
で
ご
指

　
定
の
預
金
口
座
へ
振
り
込
み

　
ま
す
。

　
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
4
月
30
日

（木）
ま
で

　
（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

　
　
東
庁
舎
会
議
室
　

　
　
地
域
振
興
課

　
　
地
域
振
興
課

●問

●問

●問●HP

■本
●問

■本
●所 ●問●時

■本■鳳■作
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市の大切なお知らせをお届けします

 

市
で
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
に
市
営
住
宅
に
空
家
が
で
き
た
場

合
に
、
定
期
募
集
者
の
後
入
居
す
る

待
機
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
用
紙
の
交
付
期
間

　
４
月
20
日

（月）
〜
平
成
22
年
３
月
31

　
日

（水）

　
た
だ
し
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。

受
付
期
間

　
４
月
20
日

（月）
〜
平
成
22
年
３
月
31

　
日

（水）

　
た
だ
し
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。

申
込
資
格

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

　
①
入
居
予
定
者
の
中
に
暴
力
団
員

　
　
が
い
な
い
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し

　
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ
と
。

　
（
た
だ
し
、
昭
和
31
年
４
月
１
日

　
以
前
に
生
ま
れ
た
人
・
身
体
障
害

　
者
な
ど
は
単
身
も
可
）

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

④
一
定
収
入
以
下
の
世
帯
（
例
・
夫

　
婦
子
供
１
人
の
家
族
の
う
ち
２
人

　
は
無
収
入
で
年
間
総
収
入
金
額
399

　
万
６
千
円
未
満
の
世
帯
）
で
あ
る

　
こ
と
。

※
家
族
構
成
・
収
入
金
額
な
ど
、
詳

　
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
課
　
☎
23
‐
7
6
4
0

地
域
整
備
課
　
☎
32
‐
1
9
7
7

地
域
整
備
課
　
☎
37
‐
2
2
9
7

　今年も、長篠合戦のぼりまつりを

開催します。若葉が鮮やかな５月の

連休を、戦国の世に思いを馳せて過

ごしてみてはいかがでしょうか。

　5月5日（祝）

　長篠城址

　火縄銃の実演・合戦行列・物産展など

※イベント開催日は長篠城址周辺道

　路で、一部交通規制がありますの

　でご注意ください。

観光課　☎32‐1985●問 ■鳳

●時

●所

●内

住 宅 名 所 在 地
入　居
開始年

階数
管理
戸数 間取り

家賃（月額／円）
（収入により決定）

最 寄 の
交通機関 駐車場

東原住宅

上市場西住宅

上市場東住宅

長篠住宅

大野住宅

川合住宅

明和住宅

和田住宅

開成住宅

１戸１台

１戸１台

１戸１台

１戸１台

１戸１台

駐車スペース有

駐車スペース有

１戸２台

１戸２台

豊鉄バス
宗高バス停

豊鉄バス
大野田バス停

豊鉄バス
大野田バス停

豊鉄バス
本長篠バス停

市営バス
小野バス停

豊鉄バス
川合バス停

豊鉄バス
高里バス停

豊鉄バス
和田バス停

市営バス
川尻バス停

H1～2

S56

S57～59

H1

H2

S58～60

S63

H16

H20

4～5

3

3～4

3

3

1

1

1

1

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

70

36

66

24

18

10

5

3

5

平井字東原30

野田字上市場18-1

野田字上市場26-2

長篠字杉下2-1

大野字広野55

作手白鳥字セイホウ1-1

作手高里字当下18

作手保永字山中沢2-2

作手高里字下屋敷14-3

21,700～43,200

17,000～33,400

18,900～38,300

19,600～38,500

19,100～37,500

14,200～30,300

18,700～36,700

23,000～45,200

22,700～44,600

（自治会管理分含む）

※家賃は平成21年度のものです

●問
■本■鳳■作

は
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民生費
50億3千万円

市　税
72億5千1百万円

その他
22億円

その他
30億7百万円

教育費�
15億5千3百万円

消防費�
18億1千5百万円

土木費�
16億5千5百万円

衛生費�
23億6千3百万円

市　債
24億8百万円

県支出金�
12億6千5百万円

国庫支出金
9億1千6百万円

諸収入
11億4千3百万円 公債費�

31億3千6百万円

地方交付税�
47億円

総務費�
29億3千8百万円

国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業

国 民 健 康 保 険 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

地 域 下 水 道 事 業

宅 地 造 成 事 業

大 野 簡 易 水 道 事 業

財 産 区 （ 20 会 計 ）

小 計

病 院 事 業

水 道 事 業

工 業 用 水 道 事 業

小 計

20,690,000

4,592,700

43,500

953,400

3,675,600

202,000

1,469,900

345,900

1,255,500

7,200

171,700

0

271,342

12,988,742

4,864,417

1,629,920

28,372

6,522,709

40,201,451

0.7

△ 6.9

△ 91.4

5.5

4.1

△ 7.1

18.3

△ 33.6

34.4

△ 19.1

194.0

皆減

15.3

△ 1.0

△ 1.3

△ 9.3

138.1

△ 3.2

△ 0.5

　平成21年度予算は、新市最初の総合計画「新城市第1次総合計画」を踏まえた初めての予算となりまし

た。「市民がつなぐ　山の湊　創造都市」と、まとめられた総合計画の実現に向けて、防災行政無線移動

系の整備、消防車両の整備といった安全・安心対策や、保育所、小中学校の耐震化などの子ども関連事業

の充実を図っていきます。�

　さらに、世界経済の急速な悪化に伴い、自治体歳入にも深刻な影響をおよぼし始めた中、一律に歳出を

削減するのではなく、必要な施策財源を確保し、公共部門の効果的な出動に努めました。�

　今回は、新規事業など主な事業の予算をお知らせします。

会　　　計　　　名

一　　般　　会　　計

合　　　　　　　　計

予算総額（千円） 伸率（%）

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企

業

会

計

ひ　　と
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協働で拓く新しい自治・

　自治基本条例研究事業

総合計画推進事業①

市政番組編成事業

地域審議会運営事業

地域活性化推進事業①

　　自治基本条例研究

 

地域内分権調査推進事業�

市民討議会開催事業�

　　自主放送番組の制作・放送

　　豊橋ケーブルネットワーク（株）出資金

　　地域審議会の運営

　　地域集会施設整備費補助金

　　めざせ明日のまちづくり事業補助金

500千円

650千円

27,220千円

1,526千円

172,300千円

300千円

350千円

5,800千円

28,500千円

6,000千円

観光一般事務経費

ＤＯＳ地域再生事業

議会記録広報事業

地域情報化推進事業

森林総合産業の創出事業

森林整備事業

県産材活用施設普及啓発事業

食育推進事業

農業振興対策事業

道の駅整備事業

商工業等活性化対策事業

雇用対策事業

企業立地推進事業

企業用地等開発推進事業

新城市企業立地奨励事業

バス運行事業

第二東名関連墓地移転事業

道整備交付金事業

道路新設改良事業

国道151号バイパス開通

　式典開催事業

中心市街地活性化対策事業

水を汚さない・ムダにしない事業①

河川改修事業①

木造個人住宅耐震診断事業

【簡易水道事業特別会計】

　　　　　拡張整備事業費

【農業集落排水事業特別会計】

【公共下水道事業特別会計】

教育振興事業

研究研修事業

中学校管理事業

校舎耐震補強事業

体育施設整備事業

　　観光基本計画策定

新城ラリー支援事業�

ツール・ド・新城支援事業�

議会中継放送事業�

地域情報通信基盤管理事業�

森林資源調査・研究事業ほか�

森づくり事業�

豊かな生命の森整備事業�

　　三河材の普及・啓発

食育普及活動事業�

山間地営農等振興事業、経営構造対策事業�

　　三河三石道の駅整備

商業・商店街等活性化支援事業�

新規雇用創出事業�

　　企業誘致活動経費

　　インター周辺への企業誘致等の検討・調整

　　立地企業への奨励金交付

Sバス運行事業、地域公共交通活性化支援事業�

有海墓地移転事業�

市道稲木線ほか�

市道南原洗出シ線�

市道大宮線�

新城インター関連道路整備事業�

市道須長線�

　　都市計画道路豊川新城線・国道151号バイパス

　　開通式典経費

中心市街地活性化対策推進事業�

合併処理浄化槽設置推進事業�

普通河川幽玄川�

　　無料耐震診断と改修費補助

 

中央簡易水道統合事業�

北部簡易水道統合事業�

農業集落排水維持管理事業�

公共下水道管理事業�

学校生活適応指導教室推進事業�

いじめ対策事業�

　　複式教育研究委員会委託

　　小学校英語活動研究委員会委託

　　八名中学校特別教室改造実施設計委託

作手中学校校舎耐震補強事業�

八名中学校屋内運動場改築事業�

3,765千円

2,443千円

1,911千円

74,709千円

15,848千円

5,477千円

2,000千円

662千円

121,776千円

45,900千円

22,967千円

150千円

2,000千円

280千円

9,454千円

119,390千円

32,179千円

444,000千円

126,000千円

2,900千円

322千円

62,405千円

100,000千円

10,277千円

1,469,900千円

703,763千円

345,900千円

1,255,500千円

13,815千円

4,065千円

115,967千円

106,731千円

13,355千円

1,755千円

688千円

1,911千円

74,709千円

2,577千円

2,900千円

4,037千円

422,000千円

10,000千円

12,000千円

76,000千円

50,000千円

336,872千円

16,905千円

69,793千円

98,889千円

2,881千円

96千円

Ａ＝総合計画主な事業Ａ判定事業　マ＝マニフェスト対応事業　新＝新規事業　継＝継続事業�

区　分 金　額 金　額大 事 業 名 等 中 事 業 名 又 は 事 業 内 容

区　分 金　額 金　額大 事 業 名 等 中 事 業 名 又 は 事 業 内 容

1　市民自治社会創造

救急医療対策事業

へき地医療支援事業

休日診療所運営事業

夜間診療所運営事業

在宅当番医制運営事業�

第2次救急医療対策事業�

　　時間外診療及び在宅医療充実・強化

　　休日診療所管理・運営

　　夜間診療所管理・運営

39,464千円

486千円

17,210千円

29,514千円

7,458千円

31,045千円

区　分 金　額 金　額大 事 業 名 等 中 事 業 名 又 は 事 業 内 容

3　安全・安心のくらし創造

2　自立創造
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土地改良施設維持管理適正化事業

水を汚さない・ムダにしない事業②

最終処分場維持管理事業

排水路しゅんせつ事業�

水質浄化・管理事業、水質保全・水源涵養事業

有海埋立処分場維持管理事業�

3,384千円

876千円

56,586千円

3,384千円

9,083千円

区　分 金　額 金　額大 事 業 名 等 中 事 業 名 又 は 事 業 内 容

4　　環境首都創造

乳幼児等健康診査事業

次世代育成支援行動計画策定事業

子ども医療費助成事業

放課後児童対策事業

児童福祉施設整備事業

地域福祉計画策定事業

地域生活支援事業

障害者自立支援対策臨時特例基金

　市町村事業

成年後見制度利用支援事業

重症心身障害児・

　者短期入所利用支援事業

防災対策整備事業

防災行政無線設備整備事業

災害対策一般事務経費

消防施設・設備整備事業

消防通信指令運用事業

消防団施設・設備管理事業

母と子のすくすく健診事業�

　　後期次世代育成支援行動計画の策定

子ども医療費助成事業、市医療費助成事業�

　　10箇所の児童クラブ開設経費

 

　　長篠保育園園舎改築工事

　　鳳来保育園耐震改修工事

　　第1期地域福祉計画の策定

相談支援事業ほか�

ケアホーム重度障害者支援体制強化事業�

　　判断能力が不充分な方の権利擁護と支援

　　短期入所利用支援事業費補助

 

防災用資機材等備蓄事業�

デジタル防災行政無線整備事業�

　　全国瞬時警報システム整備工事等

消防車両整備事業�

　　消防通信指令システムの共同運用

コミュニティ消防センター・消防詰所管理事業

37,742千円

2,930千円

117,597千円

23,648千円

313,094千円

3,780千円

53,978千円

5,246千円

273千円

548千円

4,556千円

634,628千円

13,270千円

137,334千円

64,157千円

12,107千円

32,465千円

245,636千円

67,458千円

1,679千円

4,556千円

2,493千円

議会活動事業

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判

　官国民審査執行事業

新城市長選挙・新城市議会議員一般

　選挙執行事業

新城市土地改良区総代会総代総選挙

　執行事業

作手村土地改良区総代会総代総選挙

　執行事業

緊急雇用創出基金事業

ふるさと雇用再生基金事業

議員調査研究事業�

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物適正分別推進事業�

道路・河川等環境整備事業�

動植物生息環境等整備事業�

桜淵公園環境整備事業�

都市公園・緑地環境美観整備事業�

DOS地域再生プランイベント会場整備事業�

市有地等緊急景観整備事業�

観光案内事業�

12,853千円

32,362千円

71,634千円

1,204千円

858千円

13,425千円

4,000千円

10,542千円

5,931千円

2,160千円

220千円

3,000千円

610千円

996千円

506千円

4,000千円

収納事務嘱託員事業

企画調整事業②

固定資産全筆調査事業

　　滞納整理実施に伴う経費

ふるさと納税推進事業�

 　　土地の全筆を調査

9,063千円

200千円

3,257千円

200千円

区　分 金　額 金　額大 事 業 名 等 中 事 業 名 又 は 事 業 内 容

11　財政ビジョン

総合計画推進事業②

庁舎等建設基金積立事業

総合計画市民委員会運営事業�

　　一般財源積立 

868千円

201,540千円

868千円

200,000千円

区　分 金　額 金　額大 事 業 名 等 中 事 業 名 又 は 事 業 内 容

12　行政改革ビジョン

財政管理一般事務経費

電子入札導入事業

　　「ザイセイの話」を発行�

 　　電子申請・電子入札の実施経費

3,603千円

852千円

区　分 金　額大 事 業 名 等 中 事 業 名 又 は 事 業 内 容

14　情報ビジョン

区　分 金　額 金　額大 事 業 名 等 中 事 業 名 又 は 事 業 内 容

区　分 金　額 金　額大 事 業 名 等 中 事 業 名 又 は 事 業 内 容

その他

※詳細な予算の事業内容等につきましては、市ホームページに掲載してありますのでご覧ください。
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文
化
協
会
「
写
真
ク
ラ
ブ
鳳
来
」

写
真
展

　
鳳
来
地
区
の
写
真
ク
ラ
ブ
会
員

が
、
四
季
を
通
し
て
撮
影
し
た
力

作
を
展
示
し
ま
す
。

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
5
月
1
日

（金）
〜
31
日

（日）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
休
館
日
　
月
曜
日
お
よ
び
火
曜

　
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
作
手
の
亀
山
城
か
ら
戦
国
武
将

と
し
て
飛
躍
し
た
奥
平
氏
と
、
そ

の
家
臣
た
ち
に
思
い
を
は
せ
な
が

ら
、
新
緑
の
亀
山
城
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
５
月
17
日

（日）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
亀
山
城
址
・
つ
く
で
手
作
り
村

　
芝
生
広
場

　
火
縄
銃
演
武
・
和
太
鼓
演
奏
・

　
弓
道
・
茶
席
・
俳
句
・
よ
さ
こ

　
い
踊
り
な
ど

ツ
ツ
ジ
・
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
を
楽

し
む

　
５
月
２
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
県
民
の
森

　
モ
リ
ト
ピ
ア
愛
知
手
前
広
場

　
大
人
500
円
、
小
・
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
観
察
、
山
歩
き
が
で
き
る

　
服
装

　
博
物
館
学
術
委
員
（
植
物
分
野
）

掛
川
周
辺
の
地
質
と
地
形

　
５
月
17
日

（日）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
静
岡
県
掛
川
市
周
辺

　
鳳
来
総
合
支
所
、
新
城
市
役
所

　
大
人
２，
５
０
０
円
、

　
小
・
中
学
生
１，
５
０
０
円

　
35
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装

　
博
物
館
学
術
委
員
（
地
学
分
野
）

鳳
来
寺
山
で
初
夏
の
生
き
も
の
と

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど
を
観
察
し

よ
う

　
５
月
31
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
鳳
来
寺
山

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
大
人
500
円
、
小
・
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
双

　
眼
鏡
な
ど

　
野
外
観
察
、
山
歩
き
が
で
き
る

　
服
装

　
博
物
館
学
術
委
員
（
動
物
分
野
）

　
ス
ポ
ー
ツ
と
遊
び
が
大
集
合
！

ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
６
月
６
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
県
営
新
城
総
合
公
園

　
･
む
か
し
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー

　
　
竹
馬
、
紙
飛
行
機
、
フ
ラ
フ

　
　
ー
プ
、
折
紙
、
縄
跳
び
、
ゴ

　
　
ム
ま
り
、
竹
と
ん
ぼ
、
コ
マ

　
　
回
し
、
め
ん
こ
、
ビ
ー
玉

　
･
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
ス
ポ
ー

　
　
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
講
習
会
、
ク
ロ

　
　
リ
テ
ィ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
、
ス

　
　
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ダ
ー
ツ
、

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・

　
　
体
験
、
野
球
体
験
、
テ
ニ
ス

　
　
教
室
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
体
験
、

　
　
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、
弓
道

※
種
目
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
有

　
料
（
小
中
学
生
を
除
く
）

●em ●申

●問
■鳳

み

に

こ

ん

か

ん



21 広報しんしろ 2009.5

　
つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
さ
ぎ
そ

う
コ
ン
サ
ー
ト
「
新
緑
の
中
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
楽
し
も
う
」

　
５
月
23
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
開
場

　
午
後
２
時
開
演

　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
管
弦

　
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
12
名
編
成
＋

　
歌
手

　
大
人
　
２，
５
０
０
円

　
小
人
　
１，
０
０
０
円

　
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

　（
作
手
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内
）

　
平
成
22
年
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
１
月
10
日

（日）

　
午
後
１
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館

成
人
式
該
当
者

　
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
２
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ

　
た
人

　
５
月
９
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
新
城
総
合
公
園
　
入
口
広
場
（
東

　
側
の
入
口
で
す
）

※
雨
天
の
場
合
は
鳥
原
児
童
館

　
子
育
て
中
の
ご
家
族
な
ら
ど
な

　
た
で
も
Ｏ
Ｋ

　
無
料

【
参
加
ス
タ
ッ
フ
】

　
小
児
科
医
師
、
言
語
聴
覚
士
、

　
臨
床
心
理
士
、
助
産
師
、
看
護

　
師
、
保
育
士
な
ど

　
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
び
ま
す

　
子
育
て
の
お
悩
み
・
心
配
ご
と

　
相
談
も
実
施
し
ま
す

　
参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
飲
み
物
・
お
や

　
つ
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
個
別
相
談
に
も
お
応
え
し
ま
す
。

　
事
前
に
相
談
内
容
を
メ
ー
ル
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
の
間

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
辺
の
楽
校
「
生
き
も
の
教
室
」

　
一
年
を
と
お
し
て
新
城
市
の
川

辺
の
自
然
を
た
の
し
く
学
び
た
い

子
ど
も
の
楽
校
で
す
。
す
べ
て
に

講
座
に
参
加
で
き
る
人
が
優
先
し

て
入
校
で
き
ま
す
。
教
室
は
玖
老

勢
地
内
の
海
老
川
周
辺
で
す
。

①
５
月
10
日

（日）
魚
や
水
辺
の
虫
た

　
ち

②
７
月
５
日

（日）
水
の
中
の
生
き
も

　
の
た
ち

③
９
月
13
日

（日）
魚
と
水
辺
の
け
も

　
の
た
ち

④
11
月
29
日

（日）
水
辺
の
鳥
た
ち
、

　
ま
と
め

　
博
物
館
学
術
委
員
（
植
物
分
野
）

　
子
育
て
に
関
す
る
学
習
や
遊
び

を
通
し
て
、
親
子
の
絆
を
深
め
、

交
友
関
係
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
モ
〜
モ
〜
】

　
年
間
17
回
程
度

　
第
１
回
　
５
月
26
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
西
部
公
民
館

　
リ
ズ
ム
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞

　
か
せ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

　
４
月
２
日
現
在
、
１
歳
以
上
の

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
親
子
25
組
程
度

　
実
費
負
担
（
保
険
料
な
ど
）

【
わ
く
わ
く
い
ち
ご
組
】

　
年
間
13
回
程
度
　

　
第
１
回
　
５
月
22
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
鳳
来
中
央
集
会
所

　
子
ど
も
の
成
長
を
残
せ
る
手
作

　
り
絵
本
、
絵
本
で
親
子
遊
び

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
親
子
15
組
程
度

　
実
費
負
担
（
保
険
料
な
ど
）

　
【
モ
〜
モ
〜
】【
わ
く
わ
く
い
ち

　
ご
組
】
と
も
５
月
７
日

（木）
午
前

　
８
時
30
分
か
ら
電
話
受
付
開
始
。

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。

【
に
こ
に
こ
】

　
年
間
10
回
程
度

　
第
１
回
　
5
月
15
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
世
界
に
一
冊
の
親
子
の
本
を
作

　
り
ま
す
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

※
２
回
目
以
降
の
日
程
は
、
毎
月

　
の
広
報
「
ほ
の
か
」
で
お
知
ら

　
せ
し
ま
す

《
お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ
募
集
》

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で

く
だ
さ
る
お
手
伝
い
の
人
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

き
ず
な
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５
月
９
日

（土）
〜
10
月
25
日

（日）

　
毎
月
第
２
土
曜
日
、
第
３
、
第

　
４
木
曜
日
、
第
４
日
曜
日
の
い

　
ず
れ
か
２
日
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
市
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
鳳
来
就
業
棟
 

　
小
学
生
以
上
で
興
味
の
あ
る
人

　
20
人
（
申
込
先
着
順
）
 

　
月
額
3
,

0
0
0
円
（
材
料
費

　
別
）

　
テ
ー
ブ
ル
か
ら
小
物
、
設
計
加

　
工
製
作
ま
で

　
シ
ル
バ
ー
会
員
（
木
工
班
）

　
健
康
と
美
容
に
最
適
で
、
精
神

的
な
ス
ト
レ
ス
を
癒
す
と
言
わ
れ

る
ヨ
ガ
。
メ
タ
ボ
対
策
や
ス
ト
レ

ス
解
消
に
も
一
役
買
う
こ
と
間
違

い
な
し
。
ヨ
ガ
で
体
の
中
か
ら
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
５
月
18
日

（月）
〜
７
月
27
日

（月）

　
毎
週
月
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
ど
な
た
で
も（
初
心
者
大
歓
迎
！
）

　
無
料

　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

　
無
い
方
は
当
日
購
入
で
き
ま
す
。

　
（
１，
０
０
０
円
程
度
）

　
40
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
５
月
１
日

（金）

　
午
前
８
時
30
分
〜

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で

　
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。

　
姿
勢
改
善
と
脂
肪
燃
焼
の
た
め

に
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
ま
ず
、
一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
体
は
必
ず
答
え

て
く
れ
ま
す
。

　
５
月
18
日

（月）
〜
７
月
27
日

（月）

　
毎
週
月
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
後
１
時
45
分
〜
３
時
（
１
時

　
間
15
分
程
度
）

　
大
野
中
央
集
会
所
　
ア
リ
ー
ナ

　
（
鳳
来
地
区
）

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る

　
人
な
ら
ど
な
た
で
も

　
無
料

　
50
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
５
月
７
日

（木）

　
午
前
８
時
30
分
〜

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で

　
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。
運
動
嫌
い
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

　
ク
が
気
に
な
る
人
も
ぜ
ひ
ど
う

　
ぞ
！

　
６
月
〜
11
月

　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

　
分

　
市
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
東
陽
就
業
棟
 

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）
 

　
月
額
3,
0
0
0
円
（
材
料
費
・

　
焼
成
代
込
み
）

　
湯
呑
み
・
花
瓶
・
皿
な
ど
、
土

　
練
り
か
ら
下
絵
つ
け
焼
成
ま
で

　
の
工
程
を
指
導

　
シ
ル
バ
ー
会
員
（
陶
芸
班
）

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、
電
源
の

入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単
な
文

書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、
て
い

ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
5
月
16
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
ご
用
意

　
く
だ
さ
い
）

申
込
条
件

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
（
キ
ー
ボ
ー

　
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い
人
な

　
ど
）

申
込
期
間
　

　
4
月
21
日

（火）
〜
5
月
7
日

（木）

申
込
方
法

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
氏
名
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

●申
●問

●申
●問

●問
●申

●問
●申

　
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
で
腰
や
膝
に
負
担
が
か

か
り
ま
せ
ん
。
有
酸
素
運
動
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
体
脂
肪
（
特
に

内
臓
脂
肪
）
を
効
果
的
に
燃
焼
し
、

メ
タ
ボ
対
策
に
も
有
効
で
す
。

　
５
月
21
日

（木）
〜
７
月
23
日

（木）

　
毎
週
木
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
青
年
の
家
　
体
育
館

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
興
味
の
あ
る

　
人
な
ら
ど
な
た
で
も

　
無
料

　
50
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
５
月
８
日

（金）

　
午
前
８
時
30
分
〜

●問
●申
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消
防
署
　
☎
22
‐
1
1
1
9

防
災
対
策
課

☎
22
‐
4
8
0
4

救
急
グ
ル
ー
プ

☎
22
‐
1
1
1
9

　
上
級
救
命
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
救

命
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

　
上
級
救
命
講
習
会
は
、
普
通
救

命
講
習
会
の
内
容
（
成
人
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
）
に
加

え
、
小
児
・
乳
児
に
対
す
る
心
肺

蘇
生
法
や
、
ケ
ガ
の
手
当
て
、
ケ

ガ
を
し
た
人
の
搬
送
方
法
な
ど
を

習
得
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
講
習
会
で
は
、
救
命
の
技

術
を
１
日
か
け
て
細
か
な
と
こ
ろ

ま
で
習
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
「
も
し

も
…
」
の
た
め
に
、
講
習
会
の
受

講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
５
月
17
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

　（
成
人
・
小
児
・
乳
児
）・
止
血
法
・

　
外
傷
の
手
当
て
・
傷
病
者
管
理
・

　
搬
送
法

　
10
人
程
度

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
中
学
生
以
上

　
筆
記
用
具

　
無
料

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昼

　
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
、

デ
ジ
タ
ル
式
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
防
災
行
政
無
線
を
正
し
く
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
で
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　乾
電
池
の
交
換

　
　
　
　
　
　戸
別
受
信
機
に
は
、

　
　
　
　
　
　乾
電
池
が
内
蔵
さ
れ

　
　
　
　
　
て
お
り
、
停
電
時
に

　
　
　
　
　
は
自
動
的
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。
乾
電
池
が
無
い
、
ま

た
は
切
れ
て
い
る
場
合
は
受
信
機

か
ら
警
告
音
が
流
れ
ま
す
。
定
期

的
（
年
１
回
程
度
）
に
交
換
し
、
乾

電
池
の
液
漏
れ
に
よ
る
受
信
機
の

故
障
を
未
然
に
防
い
で
く
だ
さ
い
。

新
し
く
な
っ
た
機
能

【
自
動
放
送
機
能
】
市
内
で
震
度
３

以
上
の
地
震
を
観
測
し
た
場
合
、

自
動
で
震
度
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
録
音
機
能
】
放
送
は
、
受
信
機
に

録
音
さ
れ
ま
す
。
録
音
時
間
は
約

20
分
で
す
。
電
源
を
切
る
と
録
音

は
消
去
さ
れ
ま
す
。

【
電
話
応
答
機
能
】
聞
き
逃
し
た
放

送
を
電
話
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

☎
23
‐
7
7
0
1

各
種
届
出
に
つ
い
て

引
越
し
、
転
出
、
世
帯
主
の
変
更

等
で
住
民
票
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
各
種
届
け
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
戸
別
受
信
機
設
置
申
込
書
】

　
転
入
や
、
世
帯
分
離
な
ど
に
よ

　
り
、
戸
別
受
信
機
が
必
要
に
な

　
っ
た
場
合

【
戸
別
受
信
機
返
納
届
】

　
転
出
や
、
死
亡
な
ど
に
よ
り
戸

　
別
受
信
機
が
不
要
に
な
っ
た
場

　
合

【
戸
別
受
信
機
設
置
変
更
届
】

　
引
越
し
に
よ
る
住
所
変
更
や
、

　
世
帯
主
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

届
け
出
の
提
出
先

　
防
災
対
策
課
、
地
域
振
興
課

放
送
の
内
容

時
　
　
報
　
午
前
６
時

　
　
　
　
　
正
午

　
　
　
　
　
午
後
５
時

行
政
放
送
　
午
後
８
時

葬
儀
放
送
　
午
後
８
時
20
分
（
新
城
）

　
　
　
　
　
午
後
８
時
35
分
（
鳳
来
）

　
　
　
　
　
午
後
８
時
50
分
（
作
手
）

緊
急
放
送
　
気
象
警
報
の
発
表
・
解
除

（
随
時
）
　
地
震
情
報
（
震
度
３
以
上
）

　
　
　
　
　
東
海
地
震
関
連
情
報
な
ど

臨
時
放
送
　
市
各
部
局
で
必
要
と
判
断

（
随
時
）
　
し
た
情
報

放水訓練のようす

平
成
20
年
度

新
城
市
消
防
団
観
閲
式

　
3
月
8
日

（日）
、
桜
淵
い
こ

い
の
広
場
に
お
い
て
新
城
市

消
防
団
約
670
人
、
車
両
49
台

が
参
加
し
て
観
閲
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
「
今
年
に
入
り

建
物
火
災
が
多
発
し
て
お
り
、

今
後
の
予
防
消
防
と
防
火
啓

発
が
重
要
で
す
。
平
成
21
年

４
月
か
ら
は
地
域
支
援
団
員

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
地
域
住
民
と
力
を
合
わ
せ

て
安
心
安
全
の
た
め
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
市
長
か
ら

訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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お知らせお知らせ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
人

※
詳
し
い
内
容
は
、
鳳
来
・
新

　
城
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
5
月
15
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
5
月
26
日

（火）
　
午
前
10
時

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
5
月
28
日

（木）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会（
要
申
込
）

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

（
要
申
請
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

5
月
7
日

（木）
　
午
前
10
時

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

5
月
18
日

（月）

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
作
手
地
区
内
を
仲
間
と
楽
し

　
く
歩
く
会
で
す
。

　
５
月
22
日

（金）

　
午
後
１
時
30
分
出
発

　
長
ノ
山
湿
原
駐
車
場

　
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

　
タ
オ
ル
、
お
茶
、
帽
子
な
ど

※
平
成
20
年
度
に
「
ウ
ォ
ー
キ

　
ン
グ
の
会
」
に
参
加
さ
れ
、

　
す
で
に
会
員
の
人
は
申
込
み

　
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
一
般
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
受
精
を
除
く
不
妊
検
査
・

不
妊
治
療
）
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
一
般

　
不
妊
治
療
を
受
け
、
夫
婦
の

　
年
間
所
得
金
額
が
730
万
円
未

　
満
の
人

限
度
額
　
　
５
万
円

助
成
期
間
　
２
年

　
平
成
21
年
３
月
か
ら
平
成
22

年
２
月
ま
で
の
自
己
負
担
額
を

平
成
22
年
３
月
末
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
保
健

　
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

　
5
月
29
日

（金）

　
午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
平
成
20
年
３
月
か
ら
６
月
生

　
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

　
護
者

　
手
づ
く
り
お
や
つ
や
遊
び
方

　
の
実
習

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

と
こ
と
こ
幼
児
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

大
腸
が
ん
検
診

　
胃
が
ん
1,
0
0
0
円
・
大
腸

　
が
ん
300
円
・
前
立
腺
が
ん
500
円
・

　
子
宮
が
ん
800
円
・
乳
が
ん
1
,

　
3
0
0
円

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
50
歳
以

　
上
の
人
で
、
胃
が
ん
検
診
と
セ

　
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

　
自
宅
で
２
日
間
便
を
採
り
、
決

め
ら
れ
た
日
時
に
提
出
す
る
方
法

で
す
。

　
５
月
11
日

（月）
か
ら

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
９
日

（金）
ま
で

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
30
日

（金）
ま
で

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
22
年
１
月
29
日

（金）
ま
で

　
300
円

※
新
城
・
鳳
来
・
作
手
の
各
保
健

　
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

　
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
子
宮
が
ん
　
午
前
実
施
　

　
乳
が
ん
　
　
一
日
実
施

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

5
月
26
日

（火）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺

　
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
・
一
般
歯
科
健
診

（
要
申
込
）

　
5
月
12
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分

　
妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
人

　
母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康

　
手
帳

　
無
料
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東
三
河
地
域
水
循
環
再
生
地
域
協
議
会

で
は
、
「
流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
斉
調
査
」

と
し
て
、
森
か
ら
海
ま
で
の
流
域
全
体
を

視
野
に
入
れ
、
水
循
環
の
現
状
と
そ
の
変

化
を
把
握
す
る
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・

民
間
団
体
・
行
政
が
協
力
し
て
流
域
の
水

環
境
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
県
内
で
同
一
時
期
に
一

斉
に
実
施
す
る
も
の
で
す
が
、
市
で
も
、

こ
の
調
査
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

調
査
期
間

　
６
月
５
日

（金）
（
環
境
の
日
）
の
前
後
１

　
週
間
（
こ
の
期
間
内
に
調
査
が
で
き
な

　
い
場
合
は
、
調
査
時
期
を
ず
ら
す
こ
と

　
も
可
能
で
す
）

応
募
資
格

　
次
の
①
か
ら
③
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

　
す
人
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

　
き
ま
す
。

　
①
複
数
名
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ

　
　
る
こ
と
（
２
名
以
上
で
の
参
加
を
基

　
　
本
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
子
ど
も
だ

　
　
け
で
の
調
査
は
危
険
で
す
の
で
、
保

　
　
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

　
②
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

　
　
（
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
に
従
っ
て
調

　
　
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

　
③
調
査
地
点
ま
で
の
交
通
費
な
ど
は
自

　
　
己
負
担
で
き
る
こ
と

調
査
内
容

　
「
あ
い
ち
の
水
循
環
再
生
指
標
」
（
申

　
し
込
み
後
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ハ
ン
ド
ブ

　
ッ
ク
を
配
布
）
を
用
い
て
、
身
近
な
水

　
辺
（
河
川
、
水
路
、
た
め
池
な
ど
）
の

　
調
査
を
行
い
、
結
果
を
環
境
課
へ
報
告

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
あ
い
ち
の
水
循
環
再
生
指
標
と
は

　
「
水
質
」
の
ほ
か
、
「
水
量
」
、
「
生

　
態
系
」
、
「
水
辺
の
親
し
み
や
す
さ
」

　
な
ど
の
項
目
で
構
成
さ
れ
、
川
や
海
な

　
ど
の
健
康
状
態
を
水
循
環
の
視
点
で
総

　
合
的
に
判
断
す
る
た
め
の
指
標
。

【
調
査
項
目
】

　
・
水
質
調
査
（
水
の
汚
れ
、水
の
色
な
ど
）

　
・
水
量
調
査
（
流
速
、
水
深
な
ど
）

　
・
生
態
系
調
査
（
水
生
生
物
調
査
な
ど
）

　
・
水
辺
調
査
（
ご
み
の
状
況
な
ど
）

募
集
期
間

　
５
月
25
日

（月）
ま
で

応
募
方
法

　
参
加
申
込
書
（
環
境
課
の
窓
口
や
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
環
境
課
ま
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
は
不
要
）

　
新
城
市
役
所
　
環
境
課

　
　k

an
k
y
ou

@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

〈
東
三
河
地
域
水
循
環
再
生
地
域
協
議
会
と
は
〉

　
県
内
に
尾
張
地
域
、
西
三
河
地
域
、
東

三
河
地
域
を
単
位
と
し
た
地
域
協
議
会
を

設
置
し
、
水
循
環
の
再
生
に
向
け
県
民
、

事
業
者
、
民
間
団
体
、
行
政
が
連
携
・
協

働
し
て
運
営
す
る
組
織
で
す
。

昨年、市で実施した水生生物調査のようす
（五反田川）

　
市
の
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い
て

毎
年
発
行
す
る
環
境
報
告
書
「
新
城

市
の
環
境
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
市

の
環
境
の
取
り
組
み
や
報
告
書
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
、
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
報
告

書
は
、

「
新
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

「
ふ
る
さ
と
情
報
館
（
文
化
会
館
内
）」

「
市
環
境
課
（
市
民
体
育
館
一
階
）」

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

「
新
城
市
の
環
境
」
へ
の
ご
意
見
・

ご
要
望
の
あ
て
先

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

生
活
環
境
部
環
境
課
（
住
所
は
不
要
）

�
23
‐
７
６
７
７（
直
通
）

�
23
‐
8
3
8
8

　ka
n

kyo
u

@
c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

●em

●em
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資
源
回
収
日
に
、
新
聞
紙
や
雑
誌

類
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
紙
類
を
出

す
場
合
は
、
飛
散
し
な
い
よ
う
に
「
紙

ひ
も
」
で
し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
な
ど
、
紙
ひ
も
以

外
の
も
の
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程

で
不
純
物
と
し
て
取
り
除
か
れ
る
た

め
、
市
で
は
、
ひ
も
自
体
が
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
紙
ひ
も
の
使
用
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　
紙
ひ
も
の
使
用
を
義
務
付
け
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限

り
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
資
源
回
収
日
に
出
す
「
埋
め
る
も
の
」
、

「
破
砕
す
る
も
の
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
や
形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
資
源
回
収
日
に
出
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
の
大
き
さ
の
目
安
を
次
の

と
お
り
定
め
ま
し
た
。

・
最
長
辺
が
30
セ
ン
チ
以
下
の
も
の

・
長
い
も
の
（
直
径
10
セ
ン
チ
以
下
）
で

　
50
セ
ン
チ
以
下
の
も
の

　
こ
れ
を
越
え
る
も
の
は
「
粗
大
ご
み
」

と
な
り
ま
す
。
鳥
原
埋
立
処
分
場
へ
自
己

搬
入
す
る
か
、
生
活
衛
生
課
へ
戸
別
収
集

を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
目
安
を
超
え
る
大
き
さ
の
も
の

で
も
、
上
記
の
目
安
以
下
に
細
か
く
し
て

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
、
小
型
電
気
製
品
な
ど
に
は
金
属

部
品
な
ど
の
資
源
に
な
る
も
の
が
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
限
り

分
別
し
、
金
属
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
破

砕
す
る
も
の
）
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
分
別
す
る
と
き
の
注
意
事
項
】

・
叩
い
た
り
踏
ん
だ
り
し
て
、
無
理
に
壊

　
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
金
属
部
品
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
木
製
部

　
品
が
一
体
と
な
り
、
分
解
が
困
難
な
も

　
の
は
「
埋
め
る
も
の
」
へ
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

↑雑貨や日用品を扱う
　小売店で市販されて
　いる紙ひも（参考）

ボルトをはずすなどしてできる限り丁寧に解体してください。
この製品の場合、給湯部がプラスチック（写真右側）と本体の金属（写真
左側）部品に分別しました。

植栽用のプランター（硬質プラスチック製）。最長辺が60センチのもの
を半分に切りました。「破砕するもの」へ出すことができます。

この製品の場合、本体や蓋が金属部品（写真手前）とプラスチック（写真
奥）に分かれました。写真中央は、基板と銅線で、これらも金属類とし
て資源になります。 〔

譲
り
た
い
も
の
〕

・
学
習
机
（
子
ど
も
用
　
机
の
み
）

・
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク
（
健
康
器
具
）

・
エ
プ
ソ
ン
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
機

・
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
（
8
分
山
、
14
イ
ン

　
チ
ホ
イ
ル
付
4
本
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
二
連
は
し
ご
（
ア
ル
ミ
製
）

・
機
織
器
（
は
た
お
り
き
）

・
茶
ぶ
台
（
直
径
70
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
）

・
ラ
ン
ド
セ
ル
（
赤
）

・
真
空
管
式
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ス
テ
レ
オ

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る

人
は
、①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号
を
生
活
衛
生

課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

【
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
】

・
風
邪
や
重
傷
で
な
い
ケ
ガ
な
ど
の

　
一
般
的
な
病
気
、
慢
性
的
な
病
気

　
を
診
察
し
ま
す
。

・
専
門
治
療
（
市
民
病
院
へ
の
受
診

　
な
ど
）
の
必
要
性
を
判
断
し
ま
す
。

・
病
気
の
予
防
や
日
常
の
健
康
管
理

　
を
し
ま
す
。

・
健
康
相
談
が
で
き
ま
す
。

【
市
民
病
院
の
役
割
】

・
病
状
が
重
症
化
し
た
と
き
に
入
院

　
治
療
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
専
門
的
な
検
査
や
手
術
な
ど
の
診

　
療
を
行
い
ま
す
。

【
主
治
医
が
ふ
た
り
に
な
る
安
心
】

　
体
調
に
異
変
が
起
き
た
ら
、
ま
ず

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
で
あ
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
よ
り
詳
し
い
検
査
や
入
院
な

ど
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
場
合
、
市

民
病
院
な
ど
へ
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
紹
介
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
市
民
病

院
で
詳
し
い
検
査
や
手
術
、
入
院
、

治
療
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
市
民

病
院
で
の
入
院
や
治
療
が
終
了
す
る

と
、
再
び
「
か
か
り
つ
け
医
」
へ
戻

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
普
段
は
か
か
り
つ
け
医
が
主
治
医

と
な
り
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
病
院

の
医
師
が
主
治
医
と
な
り
ま
す
。
「
紹

介
状
」
は
、
市
民
病
院
と
か
か
り
つ

け
医
の
「
ふ
た
り
の
主
治
医
」
が
情

報
交
換
で
き
る
と
て
も
大
切
な
診
療

情
報
で
す
。
も
し
、
紹
介
状
が
な
い

と
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
ス
ム
ー

ズ
に
受
診
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
病
歴
や
経
過
が
分
か
ら

ず
、
治
療
や
薬
が
重
複
し
て
し
ま
い
、

医
療
費
の
高
騰
や
副
作
用
の
危
険
性

な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
多
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

市
民
病
院
で
は
地
域
の
医
療
機
関
と

「
病
診
連
携
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
の
特
色
を

活
か
し
、
よ
り
良
い
地
域
医
療
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
、
医
療
機
関
の

役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
症
状

に
応
じ
た
受
診
行
動
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

具合が悪いから
かかりつけけ医へ

風邪など一般的な
病気です。
お薬を出しましょう。

検査の結果、手術や
入院が必要です。

市民病院での治療が
終わったらかかりつけ医へ。

詳しく検査をした方がいい。
入院が必要かも…。

新城市民病院 地域医療連携室
　　　 医療看護相談室

　　主査 内藤まゆみ
　　　　　　（写真前列中央）　

市民病院とかかりつけ医の役割

かかりつけ医

市民病院

通院

お
返

事
（

結
果

な
ど

）
紹

介
状

病診連携の流れ

～糖尿病患者さんの場合～

市民病院

糖尿病
患者さん

紹介状

�教育入院

�食事指導

　糖尿病教室

�合併症の精密検査

�定期診察

�血液検査

�生活指導

�服薬治療

かかりつけ医

①

②

③
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�
安
　
曹
司

嶋
　

海
友

増
田
コ
ン
セ
ン
チ
ノ

愛

美

梨

鈴
木
　
来
実

片
桐
　
梓
月

白
井
　
悠
月

河
合
　
美
空

平
松
　
蒼
惟

荻
野
　
新
大

白
井
心
依
菜

森
田
　
龍
太

岡
田
　
庸
舜

有
岡
　
蒼
真

菅
谷
　
百
花

竹
内
　
琢
眞

男男女女男女女男男女男男男女男

知
岐

良
哉

ア
ド
リ
ア
ー
ナ

恵
子

優
介

雄
史

宏
明

登伸
男

裕
二

宏
典

敏
裕

宗
雄

聖
悟

隆
徳

規
洋

庭

野

平

井

一

鍬

田

豊

島

長

篠

西

川

田

富

永

石

田

富

沢

平

井

杉

山

一

鍬

田

川

田

本

町

石

田

氏
　
　
　
名
　
　
　

　性
別
　

　保
護
者
　
　
　

地
　
区

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
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1
3
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県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

☎
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

☎
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

20年 21

21

0

1

1

0

23

27

4

24

28

4

90

86

－4

21年

増減

3月中

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

56

54

－2

1

1

0

64

66

2

65

67

2

295

293

－2

20年

21年

増減

分

累計
3月末
現在

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育児相談（すこやか相談）

能 登 瀬 い き い き 広 場

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

知 的 障 害 者 福 祉 相 談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

新城保健センター

鳳来保健センター

東部高齢者生きがいｾﾝﾀｰ

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

市民体育館第1会議室

市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

5/11（月）　午前9時　（要予約）

5/11（月）　午前10時　（要予約）

5/14（木）　午前9時30分　（母子健康手帳持参）

5/27（水）　午前10時　（健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

5/14（木）午前10時～午後3時※11日（月）正午までに要予約

5/22（金）午前10時～午後3時※19日（火）正午までに要予約

5/13（水）、27（水）　午後1時～4時（要予約）

5/7（木）、21（木）　午後1時～4時

5/13（水）、20（水）　午後1時～4時

5/11（月）　午後1時～4時

5/8（金）　午後1時～4時

5/13（水）　午後1時30分～3時30分

5/27（水）　午後4時～8時　（要予約）

5/12（火）、26（火）午前10時30分～午後2時30分

5/19（火）　午後1時～4時　（要予約）

5/12（火）　午後1時～4時

5/26（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

5/2（土）、16（土）　午前9時～正午　（要予約）

5/9（土）　午前9時～正午　（要予約）

5/23（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

作手総合支所地域整備課

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

23-8551

32-2811

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

37-2297

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ

※

5月の各種相談
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作
手
の
大
東
牧
場
が
農
業
表
彰

　
作
手
で
有
限
会
社
大
東
牧
場
を
営
む
森
富

夫
さ
ん
京
子
さ
ん
夫
婦
が
日
本
農
業
賞
個
別

経
営
の
部
で
を
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 
日
本
農
業
賞
は
、
日
本
農
業
の
確
立
を
め

ざ
し
て
、
意
欲
的
に
経
営
や
技
術
の
改
善
に

取
り
組
み
、
地
域
社
会
の
発
展
に
も
貢
献
し

て
い
る
個
人
や
組
織
を
表
彰
す
る
も
の
で

す
。

 
日
本
放
送
協
会
、
全
国
農
協
中
央
会
、
都

道
府
県
農
協
中
央
会
が
主
催
と
な
り
、
本
年

度
で
第
38
回
を
数
え
ま
す
。

 
３
月
23
日

（月）
森
富
夫
さ
ん
京
子
さ
ん
は
、

穂
積
市
長
を
訪
ね
、
森
富
夫
さ
ん
は
、
「
先

代
か
ら
続
け
て
い
る
酪
農
が
世
間
か
ら
認
め

ら
れ
う
れ
し
い
」
と
穂
積
市
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

黄
柳
野
高
校
つ
ま
よ
う
じ
モ
ザ
イ
ク
画

で
ギ
ネ
ス
登
録

　
黄
柳
野
高
校
の
全
生
徒
225
人
が
制
作
し
た

爪
楊
枝
の
モ
ザ
イ
ク
画
が
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
12
日

（木）
、
辻
田
校
長
、
蒲
生
徒
部

長
、
永
井
康
晴
く
ん
、
篠
原
遥
さ
ん
、
田
中

健
太
く
ん
が
登
録
証
を
持
っ
て
穂
積
市
長
へ

報
告
し
ま
し
た
。

　
発
案
者
の
永
井
康
晴
く
ん
は
、
「
１
つ
の

こ
と
に
み
ん
な
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
み
、

モ
ザ
イ
ク
画
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
感
動
的

だ
っ
た
。
今
後
、
後
輩
が
自
分
た
ち
以
上
の

も
の
を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

〔表紙の写真説明〕

　3月28日（土）、29日（日）、愛知県民の森をメー

ン会場として、「新城トレイルレース」が開催

されました。トレイルレースとは、定められた

山岳コースを走り、タイムを争う競技です。

対
象
　
市
内
在
住
の
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
4
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

4歳
（平成16年7月23日生）

父　太田光宏さん

母　　　　美紀さん（新城・東新町）

｢ 時々ケンカもするけど、
　　　　　　だいすきだよ� ｣

百萌ちゃん

2歳
（平成18年4月26日生）愛唯ちゃん

（右）

（左）

4歳
（平成17年3月6日生）

父　沢田実智生さん

母　　　　元江さん（新城・平井）

「いっしょに遊ぼ!! ね! 」
                        「うん! 」

浩萌ちゃん

1歳
（平成19年7月8日生）尚征くん

（右）

（左）

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

計

73
人

58
人

32
人

40
人

510
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
2
月
末
現
在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機

関
の
た
め
す
べ
て
無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

　
仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望

　
者
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・

　
職
務
経
歴
書
な
ど
各
種
書

　
類
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

　
会
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　
求
人
条
件
に
関
す
る
相
談

☎
22
‐
1
1
6
0

　今回、7回目を迎える音楽会には、毎回、邦楽・

洋楽・管弦楽・吹奏楽・クラシック・歌声というよ

うに、ジャンルを越えた音楽家が出演します。

　ジャンルは異なっても願いは１つです。それは平

和への熱き思いです。世界中の戦争反対の叫びにも

関わらず、イラク戦争は起きました。音楽の力によ

って、私たちも平和への声を上げたいと１人の音楽

家の願いからこの音楽会は生まれました。

　文明発祥の地、イラク国土は破壊され、今なお犠

牲者は増え続けています。とくに劣化ウラン弾など

で被爆した多くの子どもたちは、切実に医療支援を

待っています。この音楽会に出演してくださる団体

個人はすべて無償です。それによって得られる収益

はすべて「セイブ・イラクチルドレン名古屋」に寄

付されます。世相を暗くする事件が多発していま

す。そしてそれが若者たちの刹那的な行動を引き起

こしています。今こそ、平和やいのちの尊さを語ら

ねばと思います。

　ご来場をお待ちしています。

日　時　５月17日（日）　午後1時開演

場　所　豊橋市民文化会館　

入場料　1,000円  （チケット取扱所／ピアゴ新城店）

問い合わせ

　平和を願ういのちの音楽会2009実行委員会
　代表／及部十寸保

　大竹広治 TEL.090-3963-0727・FAX.0532-52-7918

　E-mail:office@MoOSTUDIO.jp 

   前澤このみ／TEL.0536-23-1564

　3月25日（水）愛知銀行の役職者の会「愛銀ライフサー

クル」から10万円の寄付をいただきました。当日は、

新城支店支店長の駿河雅之さんと本店営業統括部の河

合盛之さんが市役所を訪れ、市長に目録を手渡しまし

た。

　同会からの寄付は昭和50年から続けられ、市では地

域福祉基金に積み立て、社会福祉事業に使われる予定

です。

（社）新城青年会議所

創立50周年記念特別講演会
講　師　重松 清氏（作家・フリーライター）

日　時　5月17日（日）

　　　　午後1時45分～3時30分

場　所　新城文化会館大ホール

入場料　500円（事前申し込みは下記まで）

　　　　（社）新城青年会議所事務局

　　　　※月～金　午前10時～午後3時

連絡先　�0536‐22‐3614

穂積市長(左)・駿河雅之(右)

穂積市長(左)・森富夫さん(中央)・森京子さん(右)

左から穂積市長・篠原遙さん・永井康晴くん
田中健太くん・辻田黄柳野高校校長

・「ビタミンF」直木賞受賞

　（2001年）

・映画「疾走」「その日の前に」

　ほか原作者

・Xbox 360用ゲームソフト

　「ロストオデッセイ」

　サブシナリオ担当

問
い
合
わ
せ     

じ
ょ
う
ほ
う
課  

�
23
‐
7
6
2
3

E-mail:shinshiro-jc@mtd.biglobe.ne.jp

おお た みつひろ
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おおたけこう じ

お
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小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長）

 

地
球
上
の
ど
こ
に
い
っ
て
も
、
地

上
で
は
太
陽
や
月
は
東
の
空
か
ら
昇

っ
て
、
西
に
空
に
沈
ん
で
ゆ
く
。
し

か
し
、
飛
行
機
に
乗
っ
て
い
る
と
、

西
か
ら
昇
っ
て
く
る
こ
と
だ
っ
て
あ

る
。
長
距
離
の
飛
行
ル
ー
ト
は
、
球

で
あ
る
地
球
の
２
点
間
を
結
ぶ
最
短

距
離
を
飛
ぶ
大
気
コ
ー
ス
を
飛
行
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
大
圏
コ
ー

ス
は
極
に
対
し
て
膨
ら
ん
で
お
り
、

北
半
球
の
場
合
、
中
間
地
点
ま
で
は

西
に
向
か
う
に
つ
れ
、
北
に
上
が
っ

て
い
く
（
緯
度
が
高
く
な
る
）
。
す
る

と
、
何
が
起
き
る
か
。
緯
度
が
高
く

な
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
地
球
の
自

転
速
度
に
飛
行
機
の
速
度
が
近
づ
い

て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
つ
い
に
飛
行
機

の
速
度
が
地
球
の
自
転
の
速
さ
よ
り

速
く
な
り
、
一
旦
西
に
沈
ん
だ
太
陽

が
、
再
び
西
の
空
か
ら
昇
っ
て
く
る
。

　
太
陽
は
必
ず
し
も
東
か
ら
昇
る
も

の
で
は
な
い
。
「
地
球
は
丸
い
、
そ

ん
な
に
大
き
く
な
い
の
だ
」
と
い
う

こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
瞬
間
で
あ
る
。

　
そ
の
昔
、
平
家
が
栄
華
を
極
め
て

い
た
頃
、
平
清
盛
が
「
平
家
に
で
き

な
い
も
の
は
太
陽
を
西
か
ら
昇
ら
せ

る
こ
と
だ
け
だ
」
と
豪
語
し
た
と
い

う
。
現
代
人
は
だ
れ
で
も
西
か
ら
昇

る
太
陽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

　
地
球
に
は
、
水
が
あ
り
、
空
気
が

あ
り
、
そ
し
て
太
陽
か
ら
ち
ょ
う
ど

よ
い
距
離
の
光
を
受
け
て
い
ろ
ん
な

生
命
が
宿
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
に
美

し
く
、
か
つ
生
命
が
宿
っ
て
い
る
星

が
地
球
以
外
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
高

度
一
万
メ
ー
ト
ル
か
ら
地
球
を
眺
め

て
い
る
と
、
「
か
け
が
え
の
な
い
地

球
」
と「T

h
e

　O
n
ly

 O
n
e
 E

a
rth

」

と
い
う
言
葉
が
交
互
に
浮
か
ん
で
く

る
。
こ
れ
は
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
首
都
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
か
ら

約
460
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
の
海
岸
線
の

上
空
か
ら
見
た
地
球
の
姿
で
あ
る
。

青
い
海
と
緑
の
手
付
か
ず
の
密
林
が

海
岸
線
を
形
成
し
、
そ
の
上
に
は
真

っ
白
な
雲
が
浮
か
ん
で
い
る
。
地
球

の
美
し
さ
、
地
球
の
生
命
を
代
表
す

る
光
景
に
感
謝
と
癒
し
を
感
じ
る
瞬

間
で
あ
る
。

※
撮
影
は
、
巡
航
中
に
安
定
し
た
状
況
下

　
で
、
運
航
の
安
全
を
確
認
し
た
上
で
行

　
っ
て
い
ま
す
。

No.2

「西から昇る太陽」（シベリア大陸：2003年10月17日）

「白い雲と緑の森と青い海」（パプアニューギニア：2008年1月）


